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論 文 の 要 旨 
 
審査対象論文は、実務経験から得られた問題意識に基づき、都市計画行政において都市構造に依拠
した計画の立案を促進するため、都市構造を分かりやすく可視化するシステムの開発とその活用につ
いて論じたものである。まず第１章では本研究に取り組む上での動機と社会的背景、研究の全体構成
を整理している。第 2章では都市構造に関するこれまでの研究の流れを整理し、古くから都市構造の
表現に関する工夫がみられるものの可視化技術がそのニーズに追いつけず、近年の科学的可視化や探
索的可視化技術の進展によってようやく都市構造の可視化が可能となってきたことを明らかにして
いる。次に第 3章では都市構造可視化のためのシステムの考え方について検討し、データの可用性や、
IT技術の現時点の水準から、KML形式による都市構造可視化図を提案している。第 4章では、第 3章
で提案した都市構造可視化図を用いて、都市計画やまちづくりの現場で活用を試行した事例について
プロセスと結果を考察している。第 5章では、自治体において都市構造検討が進まない理由を考察し、
状況を改善するためのツールとして都市構造可視化図を活用した「都市構造カルテ」の提案を行って
いる。次に、都市構造可視化図を動的に示すための「都市構造可視化計画ウェブサイト」を提案し、
都市構造検討を進めるための課題の解決策や技術的課題について述べている。 
最後に第 6章において、内容のまとめに加え、現在の都市構造可視化システムの課題を整理し、シ
ステムの展開について提案を行っている。 
 
 審 査 の 要 旨 
【批評】 
本審査対象論文では、都市計画の重要な視点である都市構造の検討が進まない理由を考察
し、都市構造を可視化することで都市構造を検討する者が自身で都市構造を把握し、それを
踏まえて都市構造の検討に関するコミュニケーションを促進することに繋がるという考え
に基づき、新しい都市構造の可視化システムを提案している。 
 都市構造の可視化については古くから求められていながら、その実現が難しかったという
経緯を参考文献から整理しているが、必ずしもその全体像を把握するまでには至っていない
という課題は残されている。また、科学的可視化や探索的可視化についても、もう一歩踏み
込んだ考察がなされていない点は惜しまれるが、一定の整理はなされている。 
 一方で、開発された都市構造可視化手法については、KML形式とすることで Google Earth
と連携した利用を可能としており、都市全域から軒先まで、マルチスケールで都市を見るこ
とが可能となり、操作性も高いことから、操作者が都市構造を理解する上で必要となる自由
な視点をストレス無く提供することで、高い創発性を備えたものとなっている。同様の 3
次元図はこれまでも GISにおいて作図可能であったが、操作性が悪く、自由な視点の提供や、
航空写真とのマッシュアップなどはこれまで誰も実現できなかったシステムであり、実用レ
ベルの成果を公開していることから、高い新規性を有していると考えられる。 
 また、単なるシステム開発だけに留まらず、都市構造可視化システムを使って、広域的な
まちづくりやマスタープランの検討、立地適正化計画の検討などに活用した事例からシステ
ムの課題を発見し、フィードバックを行っている点も高く評価できる。まだ活用が始まった
ばかりという状況もあり、事例の蓄積が少ないという課題はあるのだが、今後都市構造可視
化システムを適用する上での課題等も整理しており、それを踏まえたシステムや検討手法の
改善に寄与する知見を提供していることは有意義なものであると考えられる。今後、そこに
示されている様々な展開が実現することによって、都市計画における都市構造の検討が大き
く進展することが期待できるものであり、その基礎を築いた本研究の意義は大きいと考えら
れる。 
 
【最終試験の結果】 
平成 29年 2月 7 日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
 
